	令和４年度第３回小牧市廃棄物減量等推進審議会会議録
日時：令和５年１月３１日（火）１０時００分～１１時００分
場所：小牧市役所　本庁舎３０１会議室
【出席委員】
松浦　悟示、大堀　誠三郎、舟橋　武仁、佐橋　八千代、今枝　正、西尾　道一、杉山　光次、大野　公大、川渕　義隆、大野　武雄、清水　真、石田　満美、舟橋　精一、長谷川　良成、馬場　容子（１５名）
【欠席委員】
櫻井　聡、安達　孝司、大野　克弘、郷司　達哉、髙橋　美喜雄（５名）
【事務局】
舟橋市民生活部長、駒瀬市民生活部次長、鈴木ごみ政策課長、渡邊収集美化係長、土田主事、玉田主事
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	　本日は、お忙しい中ご出席賜り誠にありがとうございます。
　本日の会議ですが、櫻井委員、安達委員、大野克弘委員、郷司委員、髙橋委員につきましては、あらかじめ欠席の連絡を受けております。
続いて、資料の確認をさせていただきます。
～　資料確認　～
会の開催に先立ちまして、市民憲章に移りますが、コロナ禍ということもありますので、本日の次第裏面に、市民憲章及びこども夢・チャレンジNo.1都市宣言を掲載しておりますのでお目通しいただくようお願いいたします。

それでは、これより令和４年度第３回小牧市廃棄物減量等推進審議会を始めます。

なお、この会議及び会議録は、公開となりますのでご承知おきください。
また、本会議では議事、報告、およびその他事項について、その都度質問の時間を設けておりますが、各事項の内容と異なるご質問につきましては、お時間の都合もございますので、会議終了後に個別で職員にご質問いただければと思います。
それでは、はじめに松浦会長からごあいさついただきます。
～　あいさつ　～
ありがとうございました。

それでは、次第２の議事に入りたいと思いますが、議事の進行については、「小牧市廃棄物の減量化・資源化及び適正処理に関する規則」第４条第２項に基づき、松浦会長にお願いをいたします。よろしくお願いします。
それでは、次第に沿って進めます。議事（１）「令和５年度小牧市一般廃棄物処理実施計画（案）について」事務局の説明を求めます。

それでは、議事（１）「令和５年度小牧市一般廃棄物処理実施計画（案）について」ご説明します。

　右上に「議事（１）」と書かれている資料をご覧ください。

内容については、すでに第２回会議で説明をさせていただいたところでございますが、来年度の排出見込量について、前回は空欄でしたので追記しました。資料の６ページをご覧ください。
こちらの数値については、令和４年及び令和３年の１２月末時点の実績をもとに、令和４年度の見込み量を推計し、この見込み量とごみ処理基本計画にて算出した排出量の推計増減率を用いて、令和５年度の排出見込み量を算出しました。
　基本的には算出された値の末尾を四捨五入した数字を見込み量としていますが、し尿については増減が激しく推計が難しいため、令和４年度の見込み量と同じ量として当てはめています。

説明は以上となります。
ただいまの説明について、質疑・意見がある方は挙手をお願いします。

５ページまでで、令和４年度から何か変更になった点がありましたらお教えいただきたいです。変更となった点がなければなしで結構です。
変更点は全体を通じてでしょうか。
令和４年度と５年度を比較してということです。
今日いただきました資料の２ページから５ページまでの色々な仕組みについて、その辺りで収集・回収方法が変わったとか、排出基準を変えたとか、そういったところがあればお願いします。

昨年度と比較して変更点はございませんが、今年の１月４日より剪定枝類の分別方法につきまして、花とつるも排出可能となったので広報等で周知しております。ご承知おきください。
引っ越しに伴う一時多量ごみについて、毎年どの地区でもごみ集積場がそのようなごみで溢れておりますが、それに関して広報等で周知はされるのですか。スーパー等で粗大ごみシールを買って、粗大ごみ受付センターへ電話すると回収に来てくれるのを知らない方が多いと思うので、２、３月とか７月とかの引っ越し時期に単身の方とかが逃げるようにごみを置いていきます。

３ページの一時多量ごみの「主なもの」のところに処理方法が書いてあるのですが、こういったことをされない市民に対する働きかけはどうされていますか。
年度末、ゴールデンウィーク、お盆はいわゆる引っ越しごみや断捨離ごみ等の一時多量ごみが排出される時期です。広報でも、ごみ政策課の記事として、１ページの半分を使ってエコリンからのお知らせという記事を設けており、そこに一時多量ごみの記事を掲載させていただいております。

スプレー缶等の危険ごみや先ほどの花とつるなど、その時々に応じて必要な啓発がありますので、毎年同じタイミングでできているかと言われると、そうではないところがあります。ただ広報は活用させていただいておりまして、皆さんに周知をしております。
一時多量のごみにつきましては基本各自で持ち込みというのがルールで、資源回収ステーションと、小牧岩倉エコルセンターをご活用くださいという内容で、広報は記載させていただいております。

また、ごみ集積場でのそういったトラブルは我々の方へも声が挙がっており、これからの時期、引っ越しされる方が少しずつ増え始めるので、そういった声も増えてくるかと思います。ごみ収集につきましては適正に行いますが、どうしても管理は皆さまにお願いすることもあるかと思います。特別収集とかは従来通り対応いたしますので逐一相談ください。
この後の表彰にも関係してきますが、９ページの「市民による資源回収の促進」のところについて、議事（２）の参考の数値では令和元年の時に８３団体なのが、令和２年になると５５団体となり、これが毎年減っておりますが、小牧市の行政区でも１２９区があって、そのうちの５０団体しか行っていないということですよね。その辺について、もっと促進させるような方向というのは何か考えていますか。
資源回収団体の数と、我々の周知啓発についてのご質問かと思います。
確かに委員がおっしゃるように、令和２年度、３年度につきましては実施団体数が減っております。本年度も１２月末時点では５０団体ほどが活動していると思っております。

コロナ禍前だと毎年活動している資源回収団体は９０団体ぐらいありまして、この２年間にその会が解散したり、区の中の組織に入ってしまい、資源回収をやらなくなってしまったとか、色々な諸事情があって辞めている団体の方が非常に多くいます。

この活動につきましては人を集める活動でもあるので、この時期に団体で動く話を促進してしまうことになりかねないため、周知啓発については内部で検討させていただきます。

ただ、コロナ禍も先の報道にありましたとおり、第５類の感染症に引き下がる話がありますので、これから経済活動というのは非常に活発化していくものと思われます。資源回収に対する奨励金の制度もありますので、活動をより活発に行っていただくよう、広報等を使ってアピールをしていきます。

資源回収団体の数については、全てというわけではありませんが、コロナ禍もあって活動は縮小傾向にあると思われます。また、資源回収団体はどちらかというと子ども会とかＰＴＡとか、いわゆる市民団体の活動がメインなので、区については１２９区の全てがやっているというわけではなく、区名で挙がってくるところは１０区程度です。全区に我々が奨励金をお支払いしているということはないですが、これからの活動の活発化というところで、検討材料にさせていただきます。

６ページの来年度の排出見込み量について提案です。令和４年度の見込み量においても先ほど口頭で報告をいただいたのですが、結局これが実際どうなっているのかがよく分からないです。直近で言うと令和３年度が実績の数字となって、４年度の見込み量があって、５年度の見込み量はこれぐらいになるので計画がこうなりますと出してもらえると、だんだん減っているなとか、これが増えているなとか、色々分かるかと思うのですが、そういった資料を今後作成いただくようなことを要望としてお願いしたいのですが、いかがでしょうか。

内部資料でもっていますので次回からご意見いただいたとおり、実績を出させていただきます。

１０ページにありますように「高齢化などへの対応」のこまやか収集の実施について、ごみ出しが困難になってしまわないよう適切な配置を行うということと、こまやか収集そのものについてご質問したいのですが、適切な配置を行うというのは新しく近いところにごみ集積場をご案内されるのか、それとも違う場所に変えるのか、どのような配置を行うのかということを聞きたいです。
また、こまやか収集は一番最近だとどれぐらいの世帯の方が利用されているか教えてください。
こまやか収集におきましては所管がリサイクルプラザになりますが、実績について本年度は１１月末現在で３３６件です。過去３年を遡りますと、令和元年が２１０件、令和２年が２４６件、令和３年が３０４件であり、年々増加傾向にあります。

適切な配置というのは、ご申請いただく方の状況が様々なものですから、その方にとって適切な位置を配置するということで、一番利便性を図る方向で対応させていただくということになります。よろしくお願いいたします。
７ページの方針１「市民への情報提供・意識啓発」についてです。小牧市の市民に対する情報提供は、広報こまき、ホームページ、ＹｏｕＴｕｂｅなど様々な取り組みがあり、その積極さに目を見張っています。広報こまきのエコリンからのお知らせや情報ピックアップ、そういったものを毎回見ております。先程言われた剪定枝類の対象拡大は広報こまきで知りました。１月から花とつるの排出もできるようになったということですね。私自身家庭菜園でそういったものが出た際に、今までは燃やすごみとして出さざるをえなかったのですが、今後剪定枝類として出せるようになったことをとても嬉しく思っております。
ただ、広報こまきとホームページなどに載せている情報のリンクが少し寂しい感じがします。例えば、広報こまきのエコリンからのお知らせの記事の情報はホームページにもあるわけですが、それとリンクできるＵＲＬやＱＲコード等を示していただければ、そこで改めて確認ができると思います。
それから、先程の剪定枝類の対象拡大について、ホームページの出し方詳細のページはまだ直っていないと思います。それもタイミングよく、タイムリーに直してもらえたらと思います。今後も市民に対する情報提供は、積極的にやっていただけることを期待しています。
ＱＲコードやＵＲＬ等は活用させていただきます。ご意見ありがとうございます。
７ページの「排出指導による分別マナーの徹底」について、ここには廃棄物適正処理指導員を配置し、ごみ集積場の巡回や不適正排出者への指導を行うと書いてあります。これについて、指導を行うにあたってはそれなりの権限を与えることが必要で、どこまで指導するのかといった範囲等についても明示する必要があるかと思います。端的に言えば、指導をしたものの何の権限を持ってやっているのか、ということを反対に言われたりしてはいけませんので、これに基づいて行っているということを明示する必要があるかなと思いました。少なくとも広報等で、こうしたことを周知していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

排出指導の根拠と、それに関しての周知啓発のご提案と思います。

まず、排出ルールについて、ご審議いただいている小牧市一般廃棄物処理実施計画の中で、小牧市が定めている分別方法や収集頻度、出す場所について示しておりますが、こちらは廃棄物処理法という廃棄物の法律に基づいて市町村がルールを定めるものとなっております。

その廃棄物処理法の中には、不法投棄禁止に関して、何人もみだりに廃棄物を捨ててはならないという条文があります。このみだりにというところで、小牧市が定めているルールと異なる場合、例えば排出日が誤っていたり、排出方法が異なるなど、そういったところで小牧市では廃棄物処理法に基づく指導という形で行っております。
広報やＳＮＳ等を使った周知も考えられますが、周知方法については検討させていただきます。
１２ページの「ごみ散乱防止区域及び路上喫煙禁止区域の指定」についてお伺いしたいです。

不法投棄されている地区はどこにでもあるかと思います。定期的な巡回による経過観察を行うと書いてありますが、本年度は現在指定している地区に対して看板の設置をさらに増やしたりとか、巡回をしたりとか、そういったことはどのようにされる予定ですか。
まず、路上喫煙禁止区域においては廃棄物処理適正指導員が週に数回禁止区域を巡回して、たばこを吸っている人がいれば注意をするというような指導、啓発を行っております。また、年２回、早朝指導ということで私ども職員もタスキをかけて通勤時間に啓発活動を行っております。

ごみ散乱防止区域については、小木トラックターミナル及びその周辺地域を指定しておりましたが、地元住民等と調整を行い令和２年度に指定を解除しましたので、現状は区域がありません。
続いて、議事（２）「資源回収貢献団体及びごみ集積場管理功績団体の選考について」事務局の説明を求めます。
それでは続いて、議事（２）「資源回収貢献団体及びごみ集積場管理功績団体の選考について」ご説明します。右上に議事（２）と記載のあるＡ４印刷の資料をご覧ください。
まず、「１．感謝状の贈呈について」、趣旨といたしましては、資源回収の推進に尽力した団体並びにごみ集積場の美化及びごみの分別・減量の推進に尽力した団体へ感謝の意を示すこと、としております。対象は、資源回収貢献団体については、市に登録をしている資源回収団体、ごみ集積場管理功績団体については、区（地域の自治会）のうち、趣旨を満たすものです。
このことについて、昨年度の第３回審議会の議事において、一旦すべての区に対して感謝状を贈呈することができたことから、感謝状贈呈につきましては、資源回収団体に向けたものも含めて、社会情勢を勘案しながら今後の運用について検討していくこととなりました。その後、検討を重ねた結果、常日頃から環境美化並びにごみ減量の推進に尽力いただいている団体へ感謝の気持ちを伝える１つの機会であることから、今後も引き続き行っていくこととしました。
続いて、「２．選出団体（案）について」ですが、まず、資源回収団体についてご説明します。
令和４年度については、令和３年度と比較して、新型コロナの影響下でも経済活動を活発化させていく流れとなっており、市民団体の活動も徐々に回復傾向にあることから、資源回収貢献団体の選出を行うこととします。
選考基準については、従来どおりだと、直近２年間で表彰されておらず、過去の表彰回数が３回未満であること、直近２か年でそれぞれ２回以上活動を実施していること、今年度１２月時点での実績が昨年度１２月時点の実績より１０％以上増加していること、この３事項を満たす団体を表彰することとしております。しかし、昨年は先ほどお伝えしたとおり活動自粛している団体が多かったことから、本年度についてはコロナ禍前である令和元年１２月時点の実績と、令和４年１２月時点の実績を比較することとしました。その結果、選出団体の案については、裏面の表１のとおりです。こちらに挙げた５団体が基準を満たした団体です。子ども会や中学校、一般の団体まで選出しております。
続いて、ごみ集積場管理功績団体についてご説明します。
選考基準については、ごみ集積場の早朝指導や日常の巡回業務、監視カメラの設置やごみ集積場の補修の実施の有無等から特に管理に尽力していると認められる地区とします。
選出団体の案については３区を選出しました。常普請区、西之島区については区長のご尽力で既設ごみ集積場の整備が進み、住民の排出利便性向上につながりました。また、早朝指導を行っており、その際に分別の指導や特別収集をこまめにご依頼いただくことで、ごみ集積場が清潔に保たれていると判断しました。
久保一色本田区につきましては、廃棄物適正処理指導員より、日常の巡回業務の中で、特に顕著な改善が見られたと報告を受けていることから選出しました。具体的には、ごみ集積場への監視カメラの設置や、分別不良ごみの早期での特別収集依頼等を行うことで、以前より不適正な排出が減っているとのことでした。
これらの団体につきましては、本案で進めてよろしければ会議終了後に、各団体へ選出された旨を直接連絡し、承諾をいただいたうえで感謝状を贈呈する予定です。以上で説明を終了します。
ただいまの説明について、質疑・意見があればお願いします。

表彰は具体的に何をいただけるのですか。表彰状ですか。
感謝状をお渡しします。贈呈の話ですが、従来だと３月の中旬頃に資源回収団体の方を対象に、今年度及び来年度の役員さんをお呼びして、その会議の冒頭で資源回収の方々と区の方に対する感謝状の贈呈式を行っておりました。
ただ、コロナ禍もあり、先程の団体のお話で、活動している全ての団体を対象とすると１００名以上が集まる会議になり、コロナ感染の観点から令和元年、２年、３年は文書開催という形で、説明資料を団体の方に送らせていただいております。
今年もまだやれる状況ではないので、従来だと会議の中で渡す想定をしておりましたが、本年度は資源回収団体の代表の方と区長様のお宅へ我々が直接訪問してお渡しさせていただくという形をとらせていただきますので、よろしくお願いいたします。
ごみ集積場管理功績団体の選出について、私は選出された３区のうちの１つの区の住民ですが、私の区では今年度の区長が中心となり、区内のいくつかのごみ集積場について、カラスによる散らかしや、マナーの悪い人が散らかすごみに対処する取り組みを行いました。
ＤＩＹ店で囲いになる資材を購入し、それをごみ集積場の周りに置いて、ごみが散らからないようにするという工夫を施したわけです。
また、交差点の近くにあって危険を感じるごみ集積場を、移設先の前に住む住民の理解を得て場所を動かすということもしました。１月の区の総会でこの取り組みの報告を聞き、すごいことをしたのだなと思っていました。そういった活動が今回の選出につながったのでしょうね。きっと区の多くの方が喜ばれると思います。
市がこのように自治会の営みや努力をきちんと見つめ、評価してくださっていることを嬉しく思います。
ありがとうございました。あとはよろしいですか。
以上で本日予定している議事を終了いたします。続いて、次第３の報告事項に移りたいと思います。それでは報告（１）「小牧市災害廃棄物処理計画の変更（案）におけるパブリックコメントの実施について」事務局の説明を求めます。
それでは、報告（１）「小牧市災害廃棄物処理計画の変更（案）におけるパブリックコメントの実施について」ご報告します。右上に報告（１）と記載のあるＡ４印刷の資料をご覧ください。

第２回審議会においてご審議いただきました「小牧市災害廃棄物処理計画」につきまして、会議録送付時にご提示した箇所を修正し、市民の方々から意見募集をするパブリックコメントを実施いたします。内容については先回ご説明しておりますので省略させていただきます。実施期間は、令和５年２月１日から令和５年３月６日とし、ごみ政策課窓口や各支所等、市ホームページで公開し、郵送やメール等でご意見を受けつけますのでご承知おきください。以上で報告を終了します。
ただいまの説明について質疑があればお願いします。
～　質疑なし　～

以上で本日予定している報告事項を終了します。続いて、次第４その他に移りたいと思います。
交通安全の啓発に関する連絡事項をさせていただきたいと思います。

例年９月から３月までは午後５時から７時まで時間帯に交通事故が発生する傾向にあります。周囲の視界が悪くなり、車や自転車による歩行者の発見が遅れやすくなります。夕暮れ時に自動車等を運転するときは、早めにライト点灯して、交通事故防止を心がけていただきますようお願いをいたします。

恐れ入りますが、市民生活部から交通安全に関する連絡事項とさせていただきます。

　以上で本日の予定は全て終了しました。
長時間に渡り、ご意見・ご協力をいただきありがとうございました。これにて閉会としますが、ごみ問題に関しては、そこの地域に住んでいる人のモラルだと思います。
実際に私も区長をやっていまして、先程話題に出ておりました引っ越しごみについては経験があります。特にアパートから転居される方ですと１日で引っ越しをしますから、相当な量がごみ集積場に置いてあるのですよね。中身を見て連絡してみると、もう岡山にいるので回収できません、ということで市役所に収集をお願いして終わります。
しかし、やはりそこの地域に住んでいる人が、どれだけそういったごみに関心を持つかが一番大切だと思います。そういったことを住民に思わせるのは、やはり周りの区長だとか、あるいはその役員だとか、あるいは市の行政だと思います。行政でやれることと言うと、アナウンスしかないです。
いずれにしても、今回のこの審議会はごみを少しでも少なくしようという審議会ですから、次年度からはそういった意見が出るような雰囲気にしていただけるとありがたいと思っております。
最後になりますが、１年に３回の審議会にご参加いただきまして本当にありがとうございました。これをもちまして本日の審議会は終わりたいと思います。どうもご苦労様でした。
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